
第 73 回全日本学生剣道選手権大会
第 72 回全日本学生剣道東西対抗試合
第 59 回全日本女子学生剣道選手権大会
第 19 回全日本女子学生剣道東西対抗試合

1 回戦の様子

第 59 回全国道場少年剣道大会

令和７年度全国高等学校
定時制通信制体育大会
第 56 回剣道大会

第 56 回全日本青年銃剣道大会
第 37 回全国高校生銃剣道大会

学生選手権大会優勝の藤島心選手（右）と
日本体育大学剣道部・古澤伸晃部長兼男子監督

男子団体決勝　神奈川県Ａ（右）対福岡県

全日本青年銃剣道大会・青年第２部決勝
第 16普通科連隊Ａ（左）対第 40普通科連隊



　令和７年度全日本少年少女武道錬成大会は、７月 20 日の合気道か　令和７年度全日本少年少女武道錬成大会は、７月 20 日の合気道か
ら始まり、弓道（21 日）、剣道（26・27 日）、空手道（８月２日）、ら始まり、弓道（21 日）、剣道（26・27 日）、空手道（８月２日）、
柔道（３日）、銃剣道（６日）、少林寺拳法（９日）、なぎなた（10日）柔道（３日）、銃剣道（６日）、少林寺拳法（９日）、なぎなた（10日）
の合計８種目を９日間で行い、約１万名が参加した。の合計８種目を９日間で行い、約１万名が参加した。
　平年より早い梅雨明けとなり、大会開催期間中も連日のように日本　平年より早い梅雨明けとなり、大会開催期間中も連日のように日本
各地で猛暑日が記録される中、武道の聖地・日本武道館に集まった少各地で猛暑日が記録される中、武道の聖地・日本武道館に集まった少
年少女たちは、暑さに負けず元気年少女たちは、暑さに負けず元気溌溌

はつはつ

剌剌
らつらつ

とした声を出し、日頃の稽古のとした声を出し、日頃の稽古の
成果を思う存分に発揮した。成果を思う存分に発揮した。

合気道合気道

少林寺拳法少林寺拳法

柔道柔道

剣道剣道

空手道空手道なぎなたなぎなた

銃剣道銃剣道 弓道弓道

特集

令
和
７
年
度　

全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬
成
大
会

令
和
７
年
度　

全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬
成
大
会

武
道
の
聖
地
で
始
ま
る
夏
物
語

武
道
の
聖
地
で
始
ま
る
夏
物
語



参
加
者
を
Ａ
班
（
午
前
の
部
）・
Ｂ
班
（
午
後
の
部
）
に
分
け
て
同
じ
錬
成
内
容
を
実

施
し
た
。
午
前
の
部
に
開
会
式
が
行
わ
れ
、
山
谷
え
り
子
日
本
武
道
館
常
任
理
事
と
植

芝
守
央
合
気
会
理
事
長
が
挨
拶
に
立
っ
た
。
稽
古
錬
成
は
、
本
部
道
場
指
導
部
師
範
が

手
本
を
示
し
、
全
員
で
準
備
運
動
や
船
漕こ

ぎ
運
動
な
ど
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
各
団
体

の
演
武
錬
成
が
行
わ
れ
、
演
武
時
間
２
分
と
い
う
限
ら
れ
た
中
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
披
露
し
た
。
午
後
の
部
の
最
後
に
、
植
芝
充
央
合
気
道
本
部
道

場
長
が
模
範
演
武
を
行
い
、
錬
成
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

７
月
７
月
2020
日日

135
団
体
・
１
４
８
０
名
参
加

模範演武
植芝充央合気道本部道場長（左）

大会名誉会長挨拶
植芝守央

合気会理事長

大会会長挨拶
山谷えり子

日本武道館常任理事

合
気
道

合
気
道

ちかいのことば　松﨑玲香（中学２年・左）、
中山恵太（中学２年）つくば合気道会



開
会
式
で
は
、
森
英
介
日
本
武
道
館
常
任
理
事
と
田
中
健
二
全
日
本
弓
道
連
盟
理
事

が
挨
拶
。
そ
の
後
の
基
本
錬
成
で
は
、
選
手
全
員
で
の
準
備
体
操
と
徒と

手し
ゅ

八は
っ

節せ
つ

が
行
わ

れ
、
続
い
て
日
本
大
学
弓
道
部
に
よ
る
特
別
演
武
（
演
武
者
＝
松
瀬
天
愛
参
段
、
田
中

咲
妃
初
段
、
千
明
望
々
弐
段
）
が
披
露
さ
れ
た
。

試
合
錬
成
で
は
、
は
じ
め
に
予
選
（
立
射
）
と
し
て
全
チ
ー
ム
が
計
12
射
（
１
チ
ー

ム
３
名　

各
４
射
）
を
行
い
、６
中
以
上
の
チ
ー
ム
が
決
勝
へ
と
進
出
し
た
。
決
勝
（
坐

射
）
も
同
ル
ー
ル
で
的
中
数
を
競
い
、
優
秀
賞
、
優
良
賞
（
と
も
に
男
女
各
２
チ
ー
ム
）

お
よ
び
敢
闘
賞
（
男
女
各
４
チ
ー
ム
）
を
決
定
し
た
。
大
会
中
、
大
道
場
に
は
矢
が
的

を
貫
く
快
音
と
応
援
の
歓
声
が
響
き
わ
た
り
、
４
射
皆
中
し
た
選
手
に
は
会
場
全
体
か

ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

７
月
７
月
2121
日日

93
団
体
・
892
名
参
加

ちかいのことば
木村はな（中学３年）

福島県立会津学鳳中学校弓道部

大会名誉会長挨拶
田中健二

全日本弓道連盟理事

大会会長挨拶
森　英介

日本武道館常任理事

弓
　
道

弓
　
道

特別演武　日本大学弓道部
（左から）松瀬天愛参段、田中咲妃初段、千明望々弍段特別演武を真剣なまなざしで見る選手たち



開
会
式
で
は
河
村
建
夫
日
本
武
道
館
常
任
理
事
（
26
日
）、
塩
谷
立
同
常
任
理
事
（
27

日
）
が
そ
れ
ぞ
れ
大
会
会
長
挨
拶
を
述
べ
、
真
砂
威
全
日
本
剣
道
連
盟
会
長
が
大
会
名

誉
会
長
挨
拶
を
述
べ
た
（
両
日
）。
続
く
公
開
演
武
で
は
、
板
橋
区
剣
道
連
盟
の
代
表
者

が
「
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
」
を
披
露
し
た
。

基
本
錬
成
に
移
る
と
、
少
年
少
女
剣
士
た
ち
が
約
１
４
０
０
畳
の
大
道
場
を
埋
め
尽

く
し
、
準
備
体
操
と
手
刀
で
の
素
振
り
を
行
っ
た
。
そ
の
後
の
試
合
錬
成
で
は
団
体
戦

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
１
・
２
回
戦
は
切
り
返
し
と
打
ち
込
み
稽
古
の
基
本
判

定
試
合
お
よ
び
１
本
勝
負
に
よ
り
、
３
回
戦
以
降
は
３
本
勝
負
に
よ
っ
て
勝
敗
が
競
わ

れ
た
。
出
場
選
手
た
ち
は
全
力
で
試
合
に
取
り
組
み
、
連
日
の
猛
暑
を
吹
き
飛
ば
す
熱

戦
を
各
試
合
場
で
繰
り
広
げ
た
。

７
月
７
月
2626
・・
2727
日日

613
団
体
・
３
７
８
３
名
参
加

大会会長挨拶（27日）
塩谷　立

日本武道館常任理事

大会会長挨拶（26日）
河村建夫

日本武道館常任理事

剣
　
道

剣
　
道

ちかいのことば（26日）
大河原啓多

（茨城県・青雲塾剣誠会）

大会名誉会長挨拶（両日）
真砂　威

全日本剣道連盟会長

ちかいのことば（27日）
堀本新明

（愛媛県・三津浜剣道会）
公開演武「木刀による剣道基本技稽古法」

（東京都・板橋区剣道連盟）



　

開
会
式
で
は
、
川
端
達
夫
日
本
武
道
館
理
事
長
と
笹
川
堯
全
日
本
空
手
道
連
盟
名
誉

会
長
が
挨
拶
。
模
範
演
武
で
は
、
駒
澤
大
学
空
手
道
部
の
女
子
団
体
形
と
シ
ニ
ア
ナ
シ

ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
男
子
団
体
形
が
披
露
さ
れ
た
。
基
本
錬
成
で
は
、
上
段
・
中
段
突
き
、

上
段
・
中
段
蹴
り
な
ど
を
行
い
、
気
迫
溢あ
ふ

れ
る
参
加
者
の
声
が
響
き
渡
っ
た
。
試
合
錬

成
で
は
、
小
学
１
・
２
年
生
の
部
、
小
学
３
・
４
年
生
の
部
、
小
学
５
・
６
年
生
の
部
、

中
学
生
男
子
の
部
、
中
学
生
女
子
の
部
に
分
か
れ
て
、
形
競
技
に
よ
る
予
選
と
、
組
手

競
技
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

８
月
８
月
２２
日日

98
団
体
・
１
０
９
０
名
参
加

模範演武・駒澤大学空手道部女子団体形「五十四歩小」
（左から）関澤愛莉二段、福田純香三段、稲璃岬初段

大会名誉会長挨拶
笹川　堯

全日本空手道連盟名誉会長

大会会長挨拶
川端達夫

日本武道館理事長

空
手
道

空
手
道

ちかいのことば
田代遥大（中学３年）
佐世保尚武館

模範演武・シニアナショナルチーム男子団体形「雲手」
（左から）北澤以進二段、岡本拳二段、菊地凌之輔三段



開
会
式
で
は
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
と
中
里
壮
也
全
日
本
柔
道
連
盟
副
会
長

兼
専
務
理
事
が
挨
拶
。
基
本
錬
成
で
は
、
大
道
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
参
加
者
全
員
で

準
備
運
動
と
受
け
身
の
練
習
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
宇
髙
菜
絵
指
揮
者
の
も
と
、
世
界

で
活
躍
す
る
４
名
の
柔
道
選
手
（
橋
本
壮
市
、
田
嶋
剛
希
、
嘉
重
春
樺
、
玉
置
桃
）
が

技
の
解
説
を
加
え
な
が
ら
演
武
を
行
っ
た
。

試
合
錬
成
で
は
、
高
学
年
・
低
学
年
の
部
に
分
か
れ
て
、
各
試
合
場
で
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

８
月
８
月
３３
日日

244
団
体
・
１
７
９
６
名
参
加

来賓祝辞
浅野敦行

スポーツ庁次長

大会名誉会長挨拶
中里壮也

全日本柔道連盟副会長兼専務理事

柔
　
道

柔
　
道

ちかいのことば　長沼哲生（小学６年・左）、
岡田陽博（小学６年・中央）、内山翔（小学４年）

山梨県・悠信館ふじみ少年柔道教室
基本錬成

橋本壮市選手（左）による袖釣込腰の指導

大会会長挨拶
高村正彦

日本武道館会長



開
会
式
で
は
、
片
岡
正
徳
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務
局
長
と
番
匠
幸
一
郎
全
日

本
銃
剣
道
連
盟
会
長
が
挨
拶
。
少
年
少
女
武
道
優
良
団
体
表
彰
を
挟
み
特
別
演
武
が
披

露
さ
れ
た
。
続
い
て
小
学
４
年
生
以
下
と
５
年
生
以
上
に
分
か
れ
て
銃
剣
道
と
短
剣
道

の
合
同
錬
成
が
行
わ
れ
、
大
道
場
に
元
気
な
声
が
響
い
た
。

個
人
試
合
錬
成
は
、
短
剣
道
と
銃
剣
道
が
部
門
ご
と
に
行
わ
れ
、
最
後
は
小
学
５
・

６
年
生
と
中
学
生
の
部
門
に
分
か
れ
て
団
体
試
合
錬
成
（
銃
剣
道
）
が
行
わ
れ
た
。
会

場
か
ら
は
応
援
を
込
め
た
拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ
た
。

８
月
８
月
６６
日日

38
団
体
・
179
名
参
加

ちかいのことば　大桃恭都（中学３年）
元気道場

大会名誉会長挨拶
番匠幸一郎

全日本銃剣道連盟会長

大会会長挨拶
片岡正徳

日本武道館常任理事・事務局長

銃
剣
道

銃
剣
道

特別演武
長谷川元教士八段（左）、丸山育男教士七段



大
会
は
鎮
魂
行
か
ら
始
ま
っ
た
。
開
会
式
で
は
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
と
宗

昂
馬
少
林
寺
拳
法
連
盟
会
長
が
挨
拶
。
基
本
錬
成
で
は
中
井
弘
佑
正
拳
士
五
段
の
指
揮

の
下
、
準
備
体
操
か
ら
始
ま
り
、
突
き
や
蹴
り
、
受
け
な
ど
を
稽
古
し
、
元
気
い
っ
ぱ

い
の
少
年
少
女
拳
士
た
ち
の
声
が
大
道
場
に
響
き
渡
っ
た
。
演
武
錬
成
は
、
単
独
演
武
・

組
演
武
・
団
体
演
武
を
行
っ
た
。

今
大
会
は
「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
成
長
を
〜
手
も
心
も
合
わ
せ
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
少
年
少
女
拳
士
た
ち
が
日
頃
の
修
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
す
る
場
と
な
っ
た
。

８
月
８
月
９９
日日

166
団
体
・
860
名
参
加

鎮魂行　主座・中込志織

大会名誉会長挨拶
宗　昂馬

少林寺拳法連盟会長

大会会長挨拶
高村正彦

日本武道館会長

少
林
寺
拳
法

少
林
寺
拳
法

招待演武披露　男子組演武
桜林高校少林寺拳法部



開
会
式
で
は
、
山
谷
え
り
子
日
本
武
道
館
常
任
理
事
と
久
保
素
子
全
日
本
な
ぎ
な
た

連
盟
会
長
が
挨
拶
。
開
会
式
後
の
基
本
錬
成
で
は
、参
加
者
全
員
で
準
備
体
操
を
行
い
、

そ
の
後
、
木
本
佐
知
子
教
士
の
指
揮
の
も
と
小
学
１
〜
３
年
生
の
参
加
者
が
足
捌さ
ば

き
と

基
本
打
ち
の
素
振
り
を
行
っ
た
。

競
技
で
は
、は
じ
め
に
２
人
一
組
で
の
演
技
競
技
（
小
中
学
生
４
部
門
９
ブ
ロ
ッ
ク
）

が
行
わ
れ
、
各
学
年
の
部
門
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
し
か
け
応
じ
の
技
を
行
い
、
勝
敗
を

競
っ
た
。
次
に
行
わ
れ
た
試
合
競
技
で
は
、女
子
（
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
の
部
）

と
男
子
（
小
学
男
子
３
・
４
年
生
、
同
５
・
６
年
生
、
中
学
男
子
の
部
）
に
分
か
れ
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
っ
た
。

８
月
８
月
1010
日日

131
団
体
・
765
名
参
加

大会名誉会長挨拶
久保素子

全日本なぎなた連盟会長

大会会長挨拶
山谷えり子

日本武道館常任理事

な
ぎ
な
た

な
ぎ
な
た

基本錬成
指揮　木本佐知子教士

ちかいのことば
濵本あみか（中学３年）
嬉野なぎなたクラブ
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ニュース　全日本学生剣道選手権大会・全日本学生剣道東西対抗試合

　

第
73
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
学
生
剣
道
連
盟
、
毎
日
新

聞
社
）
が
７
月
５
・
６
日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
８
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
海
道
・

東
北
・
関
東
・
北
信
越
・
東
海
・
関
西
・
中
四
国
・
九
州
）
の
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た

212
名
が
学
生
剣
道
日
本
一
を
目
指
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

決
勝
は
藤
島
心
（
日
本
体
育
大
学
）
と
高
島
壮
右
馬
（
筑
波
大
学
）
が
争
い
、
藤
島

が
小
手
を
決
め
て
一
本
勝
ち
で
優
勝
し
た
。

　

選
手
権
大
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
東
西
対
抗
試
合
で
は
、
東
軍
が
２
人
残
し
で
勝
利

し
、
２
年
ぶ
り
の
優
勝
と
な
っ
た
。

藤
島
心

藤
島
心
（
日
本
体
育
大
学
）

（
日
本
体
育
大
学
）
が
接
戦
を
制
し
て
優
勝

が
接
戦
を
制
し
て
優
勝

第
73
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
・
第
72
回
全
日
本
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試
合

　

本
大
会
お
よ
び
女
子
選
手
権
大
会
は
、

　

本
大
会
お
よ
び
女
子
選
手
権
大
会
は
、

昨
年
ま
で
男
女
一
日
ず
つ
行
わ
れ
て
い
た

昨
年
ま
で
男
女
一
日
ず
つ
行
わ
れ
て
い
た

が
、
本
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
初

が
、
本
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
初

日
の
５
日
に
１
・
２
回
戦
、
２
日
目
の
６

日
の
５
日
に
１
・
２
回
戦
、
２
日
目
の
６

日
に
３
回
戦
か
ら
決
勝
ま
で
の
試
合
を
２

日
に
３
回
戦
か
ら
決
勝
ま
で
の
試
合
を
２

日
間
通
し
て
男
女
同
時
進
行
で
行
う
形
式

日
間
通
し
て
男
女
同
時
進
行
で
行
う
形
式

が
と
ら
れ
た
。

が
と
ら
れ
た
。

◇◇

　

男
子
準
決
勝
第
３
コ
ー
ト
で
は
藤
島
と

　

男
子
準
決
勝
第
３
コ
ー
ト
で
は
藤
島
と

中
尾
王
真
（
法
政
大
学
）
が
対
戦
。
中
尾

中
尾
王
真
（
法
政
大
学
）
が
対
戦
。
中
尾

が
突
き
を
外
し
た
と
こ
ろ
に
藤
島
が
面
を

が
突
き
を
外
し
た
と
こ
ろ
に
藤
島
が
面
を

決
め
、
２
本
目
も
藤
島
が
再
度
飛
び
込
み

決
め
、
２
本
目
も
藤
島
が
再
度
飛
び
込
み

面
を
決
め
、
藤
島
が
二
本
勝
ち
で
決
勝
に

面
を
決
め
、
藤
島
が
二
本
勝
ち
で
決
勝
に

進
ん
だ
。
同
第
４
コ
ー
ト
で
は
高
島
と
舩

進
ん
だ
。
同
第
４
コ
ー
ト
で
は
高
島
と
舩

迫
仁
也
（
鹿
屋
体
育
大
学
）
が
対
戦
。
高

迫
仁
也
（
鹿
屋
体
育
大
学
）
が
対
戦
。
高

島
が
小
手
で
先
制
し
、
舩
迫
が
面
を
取
り

島
が
小
手
で
先
制
し
、
舩
迫
が
面
を
取
り

返
し
追
い
つ
く
も
、
終
盤
戦
に
高
島
が
再

返
し
追
い
つ
く
も
、
終
盤
戦
に
高
島
が
再

び
小
手
で
一
本
を
奪
い
、決
勝
に
進
ん
だ
。

び
小
手
で
一
本
を
奪
い
、決
勝
に
進
ん
だ
。

　

と
も
に
初
優
勝
が
か
か
る
藤
島
と
高
島

　

と
も
に
初
優
勝
が
か
か
る
藤
島
と
高
島

の
決
勝
。
試
合
中
盤
、
高
島
が
手
元
を
上

の
決
勝
。
試
合
中
盤
、
高
島
が
手
元
を
上

げ
た
瞬
間
を
藤
島
が
鋭
い
小
手
で
捉
え
、

げ
た
瞬
間
を
藤
島
が
鋭
い
小
手
で
捉
え
、

一
本
。
高
島
が
懸
命
に
挽
回
を
狙
う
も
、

一
本
。
高
島
が
懸
命
に
挽
回
を
狙
う
も
、

藤
島
が
攻
撃
の
手
を
緩
め
ず
に
応
戦
。
激

藤
島
が
攻
撃
の
手
を
緩
め
ず
に
応
戦
。
激

戦
の
末
、
試
合
時
間
５
分
が
終
了
し
、
藤

戦
の
末
、
試
合
時
間
５
分
が
終
了
し
、
藤

島
が
一
本
を
守
り
切
っ
て
優
勝
し
た
。

島
が
一
本
を
守
り
切
っ
て
優
勝
し
た
。

【決勝】藤島（右）　対　高島【決勝】藤島（右）　対　高島
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初
優
勝
に
輝
い
た
藤
島
選

　

初
優
勝
に
輝
い
た
藤
島
選

手
。「（
優
勝
の
実
感
は
）
全

手
。「（
優
勝
の
実
感
は
）
全

く
な
い
で
す
ね
」
と
語
り
な

く
な
い
で
す
ね
」
と
語
り
な

が
ら
も
、
そ
の
心
中
は
本
大

が
ら
も
、
そ
の
心
中
は
本
大

会
へ
の
熱
い
思
い
に

会
へ
の
熱
い
思
い
に
溢溢あ
ふ
あ
ふ

れ
て
れ
て

い
た
。

い
た
。

「
関
東
大
会
で
は
ベ
ス
ト

「
関
東
大
会
で
は
ベ
ス
ト
6464

止
ま
り
で
悔
し
い
思
い
を
し

止
ま
り
で
悔
し
い
思
い
を
し

た
の
で
、こ
の
１
カ
月
間『
全

た
の
で
、こ
の
１
カ
月
間『
全

【準決勝①】藤島（左）　対　中尾【準決勝①】藤島（左）　対　中尾

【準決勝②】高島（左）　対　舩迫【準決勝②】高島（左）　対　舩迫

優勝＝藤島心選手優勝＝藤島心選手

優勝者コメント

日
本
大
会
で
は
絶
対
に
優
勝
す
る
』
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
稽
古
に
励
ん
で

日
本
大
会
で
は
絶
対
に
優
勝
す
る
』
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
稽
古
に
励
ん
で

き
ま
し
た
。
た
だ
、
試
合
中
は
目
の
前
の
相
手
一
人
一
人
と
全
力
で
戦
う
こ
と

き
ま
し
た
。
た
だ
、
試
合
中
は
目
の
前
の
相
手
一
人
一
人
と
全
力
で
戦
う
こ
と

を
意
識
し
て
、
優
勝
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
戦
い
ま
し
た
」

を
意
識
し
て
、
優
勝
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
戦
い
ま
し
た
」

　

学
生
剣
道
日
本
一
を
手
に
し
た
藤
島
選
手
。
次
な
る
目
標
は
悲
願
と
し
て
い

　

学
生
剣
道
日
本
一
を
手
に
し
た
藤
島
選
手
。
次
な
る
目
標
は
悲
願
と
し
て
い

る
秋
の
全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会
（
団
体
戦
）
で
の
優
勝
だ
と
語
る
。

る
秋
の
全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会
（
団
体
戦
）
で
の
優
勝
だ
と
語
る
。

「
今
回
、
日
本
一
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
授
か
っ
た
の
で
、
そ
の
責
任
を
感
じ
な

「
今
回
、
日
本
一
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
授
か
っ
た
の
で
、
そ
の
責
任
を
感
じ
な

が
ら
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

が
ら
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

【
選
手
権
大
会
結
果
】

【
選
手
権
大
会
結
果
】

◉
優　

勝

◉
優　

勝

　

藤
島
心
（
日
本
体
育
大
学
・
４
年
）

　

藤
島
心
（
日
本
体
育
大
学
・
４
年
）

◎
準
優
勝

◎
準
優
勝

　

高
島
壮
右
馬
（
筑
波
大
学
・
３
年
）

　

高
島
壮
右
馬
（
筑
波
大
学
・
３
年
）

○
３　

位

○
３　

位

　

中
尾
王
真
（
法
政
大
学
・
３
年
）

　

中
尾
王
真
（
法
政
大
学
・
３
年
）

　

舩
迫
仁
也
（
鹿
屋
体
育
大
学
・
３
年
）

　

舩
迫
仁
也
（
鹿
屋
体
育
大
学
・
３
年
）

▽
敢
闘
賞

▽
敢
闘
賞

　

濱
田
大
佑
（
鹿
屋
体
育
大
学
・
２
年
）

　

濱
田
大
佑
（
鹿
屋
体
育
大
学
・
２
年
）

　

内
田
雄
敬
（
近
畿
大
学
・
３
年
）

　

内
田
雄
敬
（
近
畿
大
学
・
３
年
）

　

内
藤
瑞
貴
（
関
東
学
院
大
学
・
４
年
）

　

内
藤
瑞
貴
（
関
東
学
院
大
学
・
４
年
）

　

柴
田
琉
成
（
日
本
体
育
大
学
・
４
年
）

　

柴
田
琉
成
（
日
本
体
育
大
学
・
４
年
）

【
東
西
対
抗
試
合
結
果
】

【
東
西
対
抗
試
合
結
果
】

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝
東
軍

＝
東
軍

★
優
秀
選
手
賞

★
優
秀
選
手
賞

・
東
軍

・
東
軍

　

大
澤
柾
也
（
順
天
堂
大
学
・
４
年
）

　

大
澤
柾
也
（
順
天
堂
大
学
・
４
年
）

　

宮
本
颯
太
（
中
央
大
学
・
４
年
）

　

宮
本
颯
太
（
中
央
大
学
・
４
年
）

　

高
橋
京
太
郎
（
法
政
大
学
・
４
年
）

　

高
橋
京
太
郎
（
法
政
大
学
・
４
年
）

　

山
野
慎
治
（
中
央
大
学
・
４
年
）

　

山
野
慎
治
（
中
央
大
学
・
４
年
）

・
西
軍

・
西
軍

　

向
井
崇
真
（
関
西
学
院
大
学
・
４
年
）

　

向
井
崇
真
（
関
西
学
院
大
学
・
４
年
）

　

藤
田
仁
平
（
中
部
学
院
大
学
・
４
年
）

　

藤
田
仁
平
（
中
部
学
院
大
学
・
４
年
）

　

寺
前
俊
佑
（
関
西
大
学
・
４
年
）

　

寺
前
俊
佑
（
関
西
大
学
・
４
年
）

【東西対抗試合】【東西対抗試合】
山野（東軍・三将／右）　対　寺前（西軍・大将）山野（東軍・三将／右）　対　寺前（西軍・大将）

て
、
西
軍
は
大
将
の
寺
前
俊
佑
（
関
西
大

て
、
西
軍
は
大
将
の
寺
前
俊
佑
（
関
西
大

学
）
が
出
場
す
る
。
寺
前
は
高
橋
を
面
で

学
）
が
出
場
す
る
。
寺
前
は
高
橋
を
面
で

下
し
、
続
け
て
３
人
を
勝
ち
抜
く
活
躍
を

下
し
、
続
け
て
３
人
を
勝
ち
抜
く
活
躍
を

見
せ
る
。
し
か
し
東
軍
・
三
将
の
山
野
慎

見
せ
る
。
し
か
し
東
軍
・
三
将
の
山
野
慎

治（
中
央
大
学
）が
小
手
で
寺
前
を
下
し
、

治（
中
央
大
学
）が
小
手
で
寺
前
を
下
し
、

東
軍
が
２
年
ぶ
り
に
勝
利
を
収
め
た
。

東
軍
が
２
年
ぶ
り
に
勝
利
を
収
め
た
。

◯
東
西
対
抗
は
東
軍
が
２
年
ぶ
り
に
勝
利

◯
東
西
対
抗
は
東
軍
が
２
年
ぶ
り
に
勝
利

　

大
澤
（
順
大
）
が
７
人
抜
き
の
活
躍

　

大
澤
（
順
大
）
が
７
人
抜
き
の
活
躍

　

選
手
権
大
会
終
了
後
に
、
各
地
域
連
盟

　

選
手
権
大
会
終
了
後
に
、
各
地
域
連
盟

か
ら
選
出
さ
れ
た
東
西
各

か
ら
選
出
さ
れ
た
東
西
各
2020
名
の
選
手
に

名
の
選
手
に

よ
る
東
西
対
抗
試
合
が
行
わ
れ
た
。
試
合

よ
る
東
西
対
抗
試
合
が
行
わ
れ
た
。
試
合

は
３
分
１
本
勝
負
の
勝
ち
抜
き
戦
で
行
わ

は
３
分
１
本
勝
負
の
勝
ち
抜
き
戦
で
行
わ

れ
、
大
将
の
試
合
の
み
３
分
区
切
り
の
延

れ
、
大
将
の
試
合
の
み
３
分
区
切
り
の
延

長
戦
（
２
回
）
が
行
わ
れ
る
。

長
戦
（
２
回
）
が
行
わ
れ
る
。

　

東
軍
・
十
八
将
の
大
澤
柾
也
（
順
天
堂

　

東
軍
・
十
八
将
の
大
澤
柾
也
（
順
天
堂

大
学
）
が
７
人
を
抜
き
、
東
軍
が
大
き
く

大
学
）
が
７
人
を
抜
き
、
東
軍
が
大
き
く

リ
ー
ド
す
る
。
そ
の
後
、
西
軍
・
十
二
将

リ
ー
ド
す
る
。
そ
の
後
、
西
軍
・
十
二
将

の
向
井
崇
真
（
関
西
学
院
大
学
）
が
大
澤

の
向
井
崇
真
（
関
西
学
院
大
学
）
が
大
澤

を
退
け
、
４
人
抜
き
で
迫
る
。
一
進
一
退

を
退
け
、
４
人
抜
き
で
迫
る
。
一
進
一
退

の
攻
防
戦
が
続
き
、
つ
い
に
東
軍
・
七
将

の
攻
防
戦
が
続
き
、
つ
い
に
東
軍
・
七
将

の
高
橋
京
太
郎
（
法
政
大
学
）
に
対
し

の
高
橋
京
太
郎
（
法
政
大
学
）
に
対
し
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ニュース　全日本女子学生剣道選手権大会・全日本女子学生剣道東西対抗試合

　

第
59
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
学
生
剣
道
連
盟
、
毎

日
新
聞
社
）
が
７
月
５
・
６
日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
８
ブ
ロ
ッ
ク
（
男

子
と
同
様
）
の
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
120
名
が
女
子
学
生
剣
道
日
本
一
を
目
指
し
、
各

試
合
場
で
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し
た
。

　

決
勝
は
村
田
結
依
（
中
央
大
学
）
と
佐
藤
悠
月
（
山
形
大
学
）
が
争
い
、
村
田
が
延

長
戦
で
面
を
決
め
、
中
央
大
学
勢
と
し
て
初
の
本
大
会
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

女
子
選
手
権
大
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
東
西
対
抗
試
合
で
は
、
東
軍
が
４
人
残
し
で

勝
利
し
、
２
年
ぶ
り
の
勝
利
を
収
め
た
。

【決勝】村田（右）　対　佐藤【決勝】村田（右）　対　佐藤

村
田
結
依

村
田
結
依
（
中
央
大
学
）

（
中
央
大
学
）
が
初
優
勝
、
中
央
大
勢
で
初

が
初
優
勝
、
中
央
大
勢
で
初

第
59
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
・
第
19
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試
合

　

大
会
は
男
子
選
手
権
大
会
と
同
時
進
行

　

大
会
は
男
子
選
手
権
大
会
と
同
時
進
行

で
行
わ
れ
、
１
日
目
に
１
・
２
回
戦
、
２

で
行
わ
れ
、
１
日
目
に
１
・
２
回
戦
、
２

日
目
に
３
回
戦
か
ら
決
勝
ま
で
行
わ
れ
た
。

日
目
に
３
回
戦
か
ら
決
勝
ま
で
行
わ
れ
た
。

◇◇

　

女
子
準
決
勝
第
５
コ
ー
ト
で
は
佐
藤
と

　

女
子
準
決
勝
第
５
コ
ー
ト
で
は
佐
藤
と

荒
井
茉
有
（
明
治
国
際
医
療
大
学
）
が
対

荒
井
茉
有
（
明
治
国
際
医
療
大
学
）
が
対

戦
。
試
合
中
盤
に
佐
藤
が
小
手
を
先
取
。

戦
。
試
合
中
盤
に
佐
藤
が
小
手
を
先
取
。

さ
ら
に
、
上
段
に
構
え
る
荒
井
が
竹
刀
を

さ
ら
に
、
上
段
に
構
え
る
荒
井
が
竹
刀
を

振
り
下
ろ
し
た
瞬
間
を
佐
藤
が
面
で
捉

振
り
下
ろ
し
た
瞬
間
を
佐
藤
が
面
で
捉

え
、
二
本
勝
ち
で
決
勝
に
進
出
。
同
第
６

え
、
二
本
勝
ち
で
決
勝
に
進
出
。
同
第
６

コ
ー
ト
で
は
村
田
と
松
山
若
樹
（
早
稲
田

コ
ー
ト
で
は
村
田
と
松
山
若
樹
（
早
稲
田

大
学
）
が
対
戦
。
実
力
伯
仲
の
試
合
は
本

大
学
）
が
対
戦
。
実
力
伯
仲
の
試
合
は
本

戦
５
分
間
、
延
長
戦
３
分
間
で
決
着
が
つ

戦
５
分
間
、
延
長
戦
３
分
間
で
決
着
が
つ

か
ず
、
２
回
目
の
延
長
戦
へ
突
入
す
る
。

か
ず
、
２
回
目
の
延
長
戦
へ
突
入
す
る
。

開
始
直
後
、
松
山
が
面
に
飛
び
込
ん
だ
と

開
始
直
後
、
松
山
が
面
に
飛
び
込
ん
だ
と

こ
ろ
を
村
田
が
体
を
さ
ば
き
な
が
ら
面
に

こ
ろ
を
村
田
が
体
を
さ
ば
き
な
が
ら
面
に

乗
り
、
一
本
勝
ち
と
な
っ
た
。

乗
り
、
一
本
勝
ち
と
な
っ
た
。

　

決
勝
は
、
村
田
と
佐
藤
の
対
決
。
両
者

　

決
勝
は
、
村
田
と
佐
藤
の
対
決
。
両
者

と
も
１
年
生
時
に
本
大
会
ベ
ス
ト
８
に
入

と
も
１
年
生
時
に
本
大
会
ベ
ス
ト
８
に
入

賞
し
た
実
力
者
で
あ
り
、
互
い
に
決
め
手

賞
し
た
実
力
者
で
あ
り
、
互
い
に
決
め
手

を
欠
い
た
ま
ま
延
長
戦
へ
突
入
す
る
。
延

を
欠
い
た
ま
ま
延
長
戦
へ
突
入
す
る
。
延

長
戦
開
始
直
後
、
佐
藤
が
面
を
放
ち

長
戦
開
始
直
後
、
佐
藤
が
面
を
放
ち
鍔鍔つ
ば
つ
ば

競競

り
合
い
に
な
る
瞬
間
、
互
い
に
引
き
な
が

り
合
い
に
な
る
瞬
間
、
互
い
に
引
き
な
が

ら
面
を
打
つ
。
わ
ず
か
に
早
か
っ
た
村
田

ら
面
を
打
つ
。
わ
ず
か
に
早
か
っ
た
村
田

の
面
に
旗
が
３
本
上
が
り
、
一
本
。
村
田

の
面
に
旗
が
３
本
上
が
り
、
一
本
。
村
田

が
初
の
優
勝
に
輝
い
た
。

が
初
の
優
勝
に
輝
い
た
。
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【
女
子
選
手
権
大
会
結
果
】

【
女
子
選
手
権
大
会
結
果
】

◉
優　

勝

◉
優　

勝

　

村
田
結
依
（
中
央
大
学
・
２
年
）

　

村
田
結
依
（
中
央
大
学
・
２
年
）

◎
準
優
勝

◎
準
優
勝

　

佐
藤
悠
月
（
山
形
大
学
・
３
年
）

　

佐
藤
悠
月
（
山
形
大
学
・
３
年
）

○
３　

位

○
３　

位

　

荒
井
茉
有
（

　

荒
井
茉
有
（
明
治
国
際
医
療
大
学
・
２
年

明
治
国
際
医
療
大
学
・
２
年
））

　

松
山
若
樹
（
早
稲
田
大
学
・
３
年
）

　

松
山
若
樹
（
早
稲
田
大
学
・
３
年
）

▽
敢
闘
賞

▽
敢
闘
賞

　

海
野
美
帆
（
早
稲
田
大
学
・
３
年
）

　

海
野
美
帆
（
早
稲
田
大
学
・
３
年
）

　

芦
田
敬
子
（
筑
波
大
学
・
３
年
）

　

芦
田
敬
子
（
筑
波
大
学
・
３
年
）

　

門
田
理
佳
（
明
治
大
学
・
２
年
）

　

門
田
理
佳
（
明
治
大
学
・
２
年
）

　

岩
原
千
佳
（
筑
波
大
学
・
３
年
）

　

岩
原
千
佳
（
筑
波
大
学
・
３
年
）

【
東
西
対
抗
試
合
結
果
】

【
東
西
対
抗
試
合
結
果
】

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝
東
軍

＝
東
軍

★
優
秀
選
手
賞

★
優
秀
選
手
賞

・
東
軍

・
東
軍

　

猪
原
悠
月
（
中
央
大
学
・
４
年
）

　

猪
原
悠
月
（
中
央
大
学
・
４
年
）

　

松
本
奈
々
（
国
士
舘
大
学
・
４
年
）

　

松
本
奈
々
（
国
士
舘
大
学
・
４
年
）

　

佐
藤
悠
月
（
山
形
大
学
・
３
年
）

　

佐
藤
悠
月
（
山
形
大
学
・
３
年
）

・
西
軍

・
西
軍

　

久
保
晴
佳
（
大
阪
体
育
大
学
・
４
年
）

　

久
保
晴
佳
（
大
阪
体
育
大
学
・
４
年
）

　

千
代
谷
晴
華（
環
太
平
洋
大
学
・
３
年
）

　

千
代
谷
晴
華（
環
太
平
洋
大
学
・
３
年
）

　

昨
年
は
１
年
生
で
ベ
ス
ト

　

昨
年
は
１
年
生
で
ベ
ス
ト

８
に
入
賞
し
た
村
田
選
手
。

８
に
入
賞
し
た
村
田
選
手
。

今
回
の
優
勝
の
感
想
を
伺
う

今
回
の
優
勝
の
感
想
を
伺
う

と
「
率
直
に

と
「
率
直
に
嬉嬉う
れ
う
れ

し
い
で
す
」

し
い
で
す
」

と
笑
顔
で
語
っ
た
。

と
笑
顔
で
語
っ
た
。

「
昨
年
は
ベ
ス
ト
８
に
入
賞

「
昨
年
は
ベ
ス
ト
８
に
入
賞

し
て
嬉
し
か
っ
た
気
持
ち
よ

し
て
嬉
し
か
っ
た
気
持
ち
よ

り
、
決
勝
の
舞
台
を
見
な
が

り
、
決
勝
の
舞
台
を
見
な
が

ら
感
じ
た
負
け
の
悔
し
さ
の

ら
感
じ
た
負
け
の
悔
し
さ
の

優勝＝村田結依選手優勝＝村田結依選手

方
が
大
き
か
っ
た
の
で
、『
来
年
は
絶
対
に
こ
の
舞
台
に
立
つ
』
と
い
う
こ
と
を

方
が
大
き
か
っ
た
の
で
、『
来
年
は
絶
対
に
こ
の
舞
台
に
立
つ
』
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
一
年
間
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
中
央
大
学
の
剣
道
部
に
は
、
全
国
で
活
躍

考
え
て
一
年
間
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
中
央
大
学
の
剣
道
部
に
は
、
全
国
で
活
躍

す
る
先
輩
方
が
多
く
在
籍
し
て
お
り
、
稽
古
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
技
を
学
ぶ
こ
と

す
る
先
輩
方
が
多
く
在
籍
し
て
お
り
、
稽
古
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
技
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
高
校
の
時
よ
り
も
技
数
が
増
え
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

が
で
き
る
の
で
、
高
校
の
時
よ
り
も
技
数
が
増
え
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

次
の
目
標
は
秋
の
団
体
戦
。「
先
輩
方
を
日
本
一
に
導
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

　

次
の
目
標
は
秋
の
団
体
戦
。「
先
輩
方
を
日
本
一
に
導
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
力
強
く
答
え
た
。

す
」
と
力
強
く
答
え
た
。

【準決勝②】村田（右）　対　松山【準決勝②】村田（右）　対　松山

【準決勝①】佐藤（右）　対　荒井【準決勝①】佐藤（右）　対　荒井

優勝者コメント

心技体 人を育てる総合誌

◯
東
西
対
抗
は
東
軍
が
４
人
残
し
で
勝
利

◯
東
西
対
抗
は
東
軍
が
４
人
残
し
で
勝
利

　

女
子
選
手
権
大
会
終
了
後
に
、
各
地
域

　

女
子
選
手
権
大
会
終
了
後
に
、
各
地
域

連
盟
か
ら
選
出
さ
れ
た
東
西
各

連
盟
か
ら
選
出
さ
れ
た
東
西
各
1010
名
の
選

名
の
選

手
に
よ
る
東
西
対
抗
試
合
が
行
わ
れ
た

手
に
よ
る
東
西
対
抗
試
合
が
行
わ
れ
た

（
試
合
ル
ー
ル
は
男
子
と
同
様
）。

（
試
合
ル
ー
ル
は
男
子
と
同
様
）。

　

東
軍
・
先
鋒
の
猪
原
悠
月（
中
央
大
学
）

　

東
軍
・
先
鋒
の
猪
原
悠
月（
中
央
大
学
）

が
２
人
抜
き
、同
・
七
将
の
松
本
奈
々
（
国

が
２
人
抜
き
、同
・
七
将
の
松
本
奈
々
（
国

士
舘
大
学
）
が
３
人
抜
き
と
東
軍
が
大
き

士
舘
大
学
）
が
３
人
抜
き
と
東
軍
が
大
き

く
リ
ー
ド
す
る
。
追
い
つ
き
た
い
西
軍
で

く
リ
ー
ド
す
る
。
追
い
つ
き
た
い
西
軍
で

あ
っ
た
が
、
女
子
選
手
権
大
会
準
優
勝
の

あ
っ
た
が
、
女
子
選
手
権
大
会
準
優
勝
の

佐
藤
が
東
軍
・
中
堅
と
し
て
立
ち
は
だ
か

佐
藤
が
東
軍
・
中
堅
と
し
て
立
ち
は
だ
か

り
、
西
軍
・
副
将
の
千
代
谷
晴
華
（
環
太

り
、
西
軍
・
副
将
の
千
代
谷
晴
華
（
環
太

平
洋
大
学
）
と
同
・
大
将
の
谷
口
妃
奈
里

平
洋
大
学
）
と
同
・
大
将
の
谷
口
妃
奈
里

（
鹿
屋
体
育
大
学
）
を
勝
ち
抜
き
、
東
軍

（
鹿
屋
体
育
大
学
）
を
勝
ち
抜
き
、
東
軍

が
圧
倒
的
な
力
で
勝
利
し
た
。

が
圧
倒
的
な
力
で
勝
利
し
た
。

【東西対抗試合】【東西対抗試合】
佐藤（東軍・中堅）　対　谷口（西軍・大将）佐藤（東軍・中堅）　対　谷口（西軍・大将）
佐藤（左）が面を決め、東軍の勝利を決めた佐藤（左）が面を決め、東軍の勝利を決めた
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ニュース　全国道場少年剣道大会

　

第
59
回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
剣
道
道
場
連
盟
）
が
７
月
29
・

30
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
小
学
生
の
部
732
チ
ー
ム
、
中
学
生
の

部
592
チ
ー
ム
、
合
わ
せ
て
約
４
０
０
０
名
の
選
手
が
参
加
し
た
。

　

29
日
・
小
学
生
の
部
の
決
勝
は
福
岡
如
水
館
Ａ
（
福
岡
）
と
小
曽
根
剣
友
会
（
大
阪
）

が
対
戦
。
福
岡
如
水
館
Ａ
が
２

｜

０
で
勝
利
し
た
。
30
日
・
中
学
生
の
部
の
決
勝
は
東

松
舘
道
場
Ａ
（
東
京
）
と
剣
修
舘
道
場
（
静
岡
）
が
対
戦
し
、
２

｜

１
の
接
戦
を
制
し

た
東
松
舘
道
場
Ａ
が
優
勝
に
輝
い
た
。

　　

福
岡
如
水
館
Ａ

福
岡
如
水
館
Ａ
（
福
岡
）

（
福
岡
）
がが

４
年
ぶ
り
の
優
勝

４
年
ぶ
り
の
優
勝

第
59
回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会

小学生の部小学生の部

【小学生の部　決勝】中堅戦＝川上（如水館・左）対野本【小学生の部　決勝】中堅戦＝川上（如水館・左）対野本

◇◇

　

小
学
生
の
部
決
勝
は
、
４
年
ぶ
り
の
優

　

小
学
生
の
部
決
勝
は
、
４
年
ぶ
り
の
優

勝
を
目
指
す
福
岡
如
水
館
の
Ａ
チ
ー
ム

勝
を
目
指
す
福
岡
如
水
館
の
Ａ
チ
ー
ム

と
、
初
優
勝
が
か
か
る
小
曽
根
剣
友
会
の

と
、
初
優
勝
が
か
か
る
小
曽
根
剣
友
会
の

対
戦
。
先
鋒
戦
は
引
き
分
け
、
中
堅
戦
で

対
戦
。
先
鋒
戦
は
引
き
分
け
、
中
堅
戦
で

は
川
上
桃
子
選
手
（
如
水
館
）
が
飛
び
込

は
川
上
桃
子
選
手
（
如
水
館
）
が
飛
び
込

み
面
と

み
面
と
鍔鍔つ
ば
つ
ば

競
り
合
い
か
ら
の
引
き
面
を
決

競
り
合
い
か
ら
の
引
き
面
を
決

め
、
勝
利
。
大
将
戦
で
は
山
下
瑞
葵
選
手

め
、
勝
利
。
大
将
戦
で
は
山
下
瑞
葵
選
手

（
如
水
館
）が
、北
東
大
輝
選
手（
小
曽
根
）

（
如
水
館
）が
、北
東
大
輝
選
手（
小
曽
根
）

の
技
の
打
ち
終
わ
り
に
面
を
決
め
、
一
本

の
技
の
打
ち
終
わ
り
に
面
を
決
め
、
一
本

勝
ち
。
福
岡
如
水
館
Ａ
が
優
勝
し
た
。

勝
ち
。
福
岡
如
水
館
Ａ
が
優
勝
し
た
。

◇◇

　

中
学
生
の
部
決
勝
は
、
過
去
７
回
の
優

　

中
学
生
の
部
決
勝
は
、
過
去
７
回
の
優

勝
経
験
が
あ
る
東
松
舘
道
場
の
Ａ
チ
ー
ム

勝
経
験
が
あ
る
東
松
舘
道
場
の
Ａ
チ
ー
ム

と
初
優
勝
を
狙
う
剣
修
舘
道
場
の
対
戦
。

と
初
優
勝
を
狙
う
剣
修
舘
道
場
の
対
戦
。

先
鋒
戦
は
松
村
睦
己
選
手
（
東
松
舘
）
が

先
鋒
戦
は
松
村
睦
己
選
手
（
東
松
舘
）
が

小
手
で
一
本
勝
ち
し
、
中
堅
戦
は
引
き
分

小
手
で
一
本
勝
ち
し
、
中
堅
戦
は
引
き
分

け
。
大
将
戦
で
は
松
本
宗
大
選
手
（
東
松

け
。
大
将
戦
で
は
松
本
宗
大
選
手
（
東
松

　

本
大
会
は
団
体
戦
（
１
チ
ー
ム
３
人
）

　

本
大
会
は
団
体
戦
（
１
チ
ー
ム
３
人
）

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
行
わ
れ
た
。
北
は
北

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
行
わ
れ
た
。
北
は
北

海
道
か
ら
、
南
は
沖
縄
ま
で
全
国

海
道
か
ら
、
南
は
沖
縄
ま
で
全
国
4747
都
道
都
道

府
県
の
剣
道
道
場
が
参
加
し
た
他
、
国
内

府
県
の
剣
道
道
場
が
参
加
し
た
他
、
国
内

の
み
な
ら
ず
サ
イ
パ
ン
、
台
湾
な
ど
海
外

の
み
な
ら
ず
サ
イ
パ
ン
、
台
湾
な
ど
海
外

か
ら
も
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
各
試
合
場

か
ら
も
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
各
試
合
場

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

小学生の部　優勝小学生の部　優勝
福岡如水館Ａ（福岡）福岡如水館Ａ（福岡）
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東
松
舘
道
場
Ａ

　

東
松
舘
道
場
Ａ
（
東
京
）

（
東
京
）
がが

接
戦
を
制
し
優
勝

接
戦
を
制
し
優
勝

大道場には 16の試合場がつくられ、各試合場で熱戦が繰り広げられた大道場には 16の試合場がつくられ、各試合場で熱戦が繰り広げられた

中学生の部中学生の部

【
大
会
結
果
】

【
大
会
結
果
】

■
小
学
生
の
部

■
小
学
生
の
部

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝
福
岡
如
水
館
Ａ
（
福
岡
県
）

＝
福
岡
如
水
館
Ａ
（
福
岡
県
）

◎
準
優
勝

◎
準
優
勝
＝
小
曽
根
剣
友
会
（
大
阪
府
）

＝
小
曽
根
剣
友
会
（
大
阪
府
）

○
３　

位

○
３　

位
＝
相
浦
武
道
会
（
長
崎
県
）

＝
相
浦
武
道
会
（
長
崎
県
）

　
　
　
　
　

勝
平
道
場
Ａ
（
秋
田
県
）

　
　
　
　
　

勝
平
道
場
Ａ
（
秋
田
県
）

▽
敢
闘
賞

▽
敢
闘
賞
＝
錬
武
館
Ａ
（
神
奈
川
県
）

＝
錬
武
館
Ａ
（
神
奈
川
県
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
さ
く
ら
会
少
年
剣
道
部（
岐
阜
県
）

さ
く
ら
会
少
年
剣
道
部（
岐
阜
県
）

　
　
　
　
　

都
岡
剣
友
会
Ａ（
神
奈
川
県
）

　
　
　
　
　

都
岡
剣
友
会
Ａ（
神
奈
川
県
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
諫
早
少
年
剣
道　

亀
舟
館（
長
崎
県
）

諫
早
少
年
剣
道　

亀
舟
館（
長
崎
県
）

■
中
学
生
の
部

■
中
学
生
の
部

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝
東
松
舘
道
場
Ａ
（
東
京
都
）

＝
東
松
舘
道
場
Ａ
（
東
京
都
）

◎
準
優
勝

◎
準
優
勝
＝
剣
修
舘
道
場
（
静
岡
県
）

＝
剣
修
舘
道
場
（
静
岡
県
）

○
３　

位

○
３　

位
＝
明
豊
道
場
（
大
分
県
）

＝
明
豊
道
場
（
大
分
県
）

　
　
　
　
　

福
岡
無
名
塾
（
福
岡
県
）

　
　
　
　
　

福
岡
無
名
塾
（
福
岡
県
）

▽
敢
闘
賞

▽
敢
闘
賞
＝＝
上
の
台
剣
友
会
Ａ
（
千
葉
県
）

上
の
台
剣
友
会
Ａ
（
千
葉
県
）

　
　
　
　
　

久
枝
剣
友
会
（
愛
媛
県
）

　
　
　
　
　

久
枝
剣
友
会
（
愛
媛
県
）

　
　
　
　
　

郁
文
館
道
場
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　

郁
文
館
道
場
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

高
島
平
剣
仁
会
Ａ
（
東
京
都
）

高
島
平
剣
仁
会
Ａ
（
東
京
都
） 中学生の部　優勝中学生の部　優勝

東松舘道場A（東京）東松舘道場A（東京）

【中学生の部　決勝】大将戦＝松本（東松舘・右）対大鹿（哲）【中学生の部　決勝】大将戦＝松本（東松舘・右）対大鹿（哲）

舘
）
が
先
に
小
手
で
一
本
を
先
取
す
る

舘
）
が
先
に
小
手
で
一
本
を
先
取
す
る

も
、
大
鹿
哲
郎
選
手
（
剣
修
舘
）
が
試
合

も
、
大
鹿
哲
郎
選
手
（
剣
修
舘
）
が
試
合

終
盤
で
面
を
取
り
返
す
。
大
鹿
選
手
が
あ

終
盤
で
面
を
取
り
返
す
。
大
鹿
選
手
が
あ

と
一
本
取
れ
ば
代
表
戦
と
い
う
場
面
で
あ

と
一
本
取
れ
ば
代
表
戦
と
い
う
場
面
で
あ

っ
た
が
、
引
き
分
け
の
ま
ま
試
合
時
間
が

っ
た
が
、
引
き
分
け
の
ま
ま
試
合
時
間
が

終
了
。
接
戦
を
制
し
た
東
松
舘
道
場
Ａ
が

終
了
。
接
戦
を
制
し
た
東
松
舘
道
場
Ａ
が

８
度
目
の
優
勝
を
手
に
し
た
。

８
度
目
の
優
勝
を
手
に
し
た
。
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ニュース　全国高等学校定時制通信制体育大会　剣道大会

【男子団体決勝】【男子団体決勝】
先鋒戦：中村真聡（神奈川県Ａ・右）対西島柊（福岡県）先鋒戦：中村真聡（神奈川県Ａ・右）対西島柊（福岡県）

　

令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会　

第
56
回
剣
道
大
会
（
主
催

＝
全
国
高
等
学
校
体
育
連
盟
定
時
制
通
信
制
教
育
振
興
会
、全
国
高
等
学
校
体
育
連
盟
、

全
日
本
剣
道
連
盟
、東
京
都
教
育
委
員
会
）が
８
月
４
日
、日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

試
合
は
団
体
戦
と
個
人
戦
（
い
ず
れ
も
男
女
）
が
行
わ
れ
27
都
道
府
県
か
ら
220
名
の
選

手
が
参
加
し
た
。

　

男
子
団
体
は
神
奈
川
県
Ａ
が
８
連
覇
を
達
成
、
女
子
団
体
は
福
岡
県
が
代
表
戦
を
制

し
優
勝
し
た
。
男
子
個
人
は
尾
形
凌
選
手
（
勇
志
国
際
高
等
学
校
宮
崎
）
が
２
連
覇
、

女
子
個
人
は
長
町
明
日
葉
選
手
（
勇
志
国
際
高
等
学
校
宮
崎
）
が
初
優
勝
に
輝
い
た
。

神
奈
川
県
Ａ
が
８
連
覇

神
奈
川
県
Ａ
が
８
連
覇

令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会 

第
56
回
剣
道
大
会

男
子
団
体

男
子
団
体

　

男
子
団
体
決
勝
は
、
本
大
会
通
算

　

男
子
団
体
決
勝
は
、
本
大
会
通
算
3232
回回

の
優
勝
を
誇
り
７
連
覇
中
で
あ
る
神
奈
川

の
優
勝
を
誇
り
７
連
覇
中
で
あ
る
神
奈
川

県
Ａ
と
、
第

県
Ａ
と
、
第
1212
回
大
会
以
来
の
優
勝
に
王

回
大
会
以
来
の
優
勝
に
王

手
を
か
け
た
福
岡
県
の
対
戦
。
優
勝
常
連

手
を
か
け
た
福
岡
県
の
対
戦
。
優
勝
常
連

で
あ
る
神
奈
川
県
Ａ
は
そ
の
地
力
を
遺
憾

で
あ
る
神
奈
川
県
Ａ
は
そ
の
地
力
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
、
先
鋒
、
次
鋒
、
中
堅
と
３

な
く
発
揮
し
、
先
鋒
、
次
鋒
、
中
堅
と
３

連
勝
し
勝
負
を
決
め
た
。
福
岡
県
も
副
将

連
勝
し
勝
負
を
決
め
た
。
福
岡
県
も
副
将

戦
は
引
き
分
け
、
大
将
戦
は
松
隈
勇
介
選

戦
は
引
き
分
け
、
大
将
戦
は
松
隈
勇
介
選

手
（
星
槎
国
際
高
等
学
校
福
岡
中
央
学
習

手
（
星
槎
国
際
高
等
学
校
福
岡
中
央
学
習

セ
ン
タ
ー
）
が
２
本
立
て
続
け
に
面
を
奪

セ
ン
タ
ー
）
が
２
本
立
て
続
け
に
面
を
奪

い
勝
利
す
る
な
ど
、最
後
ま
で
善
戦
し
た
。

い
勝
利
す
る
な
ど
、最
後
ま
で
善
戦
し
た
。

　

女
子
団
体
決
勝
は
３
連
覇
中
の
福
岡
県

　

女
子
団
体
決
勝
は
３
連
覇
中
の
福
岡
県

と
県
と
し
て
４
年
ぶ
り
の
優
勝
を
目
指
す

と
県
と
し
て
４
年
ぶ
り
の
優
勝
を
目
指
す

埼
玉
県
Ｂ
が
対
戦
。
先
鋒
戦
は
引
き
分

埼
玉
県
Ｂ
が
対
戦
。
先
鋒
戦
は
引
き
分

け
、
中
堅
戦
で
は
福
岡
県
の
日
浦
香
花
選

け
、
中
堅
戦
で
は
福
岡
県
の
日
浦
香
花
選

手
（
並
木
学
院
高
等
学
校
福
岡
）
が
小
手

手
（
並
木
学
院
高
等
学
校
福
岡
）
が
小
手

を
奪
い
一
本
勝
ち
。
福
岡
県
が
大
き
な
一

を
奪
い
一
本
勝
ち
。
福
岡
県
が
大
き
な
一

勝
を
手
に
し
て
迎
え
た
大
将
戦
、
埼
玉
県

勝
を
手
に
し
て
迎
え
た
大
将
戦
、
埼
玉
県

Ｂ
の
安
部
来
春
選
手
（
埼
玉
県
立
大
宮
中

Ｂ
の
安
部
来
春
選
手
（
埼
玉
県
立
大
宮
中

央
高
等
学
校
）
が
相
打
ち
の
面
を
制
し

央
高
等
学
校
）
が
相
打
ち
の
面
を
制
し

て
一
本
を
先
取
す
る
。
試
合
は
そ
の
ま
ま

て
一
本
を
先
取
す
る
。
試
合
は
そ
の
ま
ま

安
部
選
手
が
一
本
勝
ち
し
、
勝
ち
数
、
取

安
部
選
手
が
一
本
勝
ち
し
、
勝
ち
数
、
取

得
本
数
が
同
点
の
た
め
、
試
合
は
代
表
戦

得
本
数
が
同
点
の
た
め
、
試
合
は
代
表
戦

に
突
入
し
た
。
代
表
戦
は
福
岡
県
・
矢
山

に
突
入
し
た
。
代
表
戦
は
福
岡
県
・
矢
山

男子団体優勝＝神奈川県Ａ男子団体優勝＝神奈川県Ａ



161161 月刊「武道」　2025．9月刊「武道」　2025．9

【
大
会
結
果
】

【
大
会
結
果
】

■
男
子
団
体

■
男
子
団
体

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝
神
奈
川
県
Ａ

＝
神
奈
川
県
Ａ

◎
準
優
勝

◎
準
優
勝
＝
福
岡
県

＝
福
岡
県

○
３　

位

○
３　

位
＝
大
阪
府
、
岐
阜
県
Ａ

＝
大
阪
府
、
岐
阜
県
Ａ

■
女
子
団
体

■
女
子
団
体

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝
福
岡
県

＝
福
岡
県

◎
準
優
勝

◎
準
優
勝
＝
埼
玉
県
Ｂ

＝
埼
玉
県
Ｂ

○
３　

位

○
３　

位
＝
山
口
県
、
兵
庫
県
Ａ

＝
山
口
県
、
兵
庫
県
Ａ

■
男
子
個
人

■
男
子
個
人

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝＝

　

尾
形
凌

　

尾
形
凌

（
宮
崎
県
・
勇
志
国
際
高
等
学
校
宮
崎
）

（
宮
崎
県
・
勇
志
国
際
高
等
学
校
宮
崎
）

◎
準
優
勝

◎
準
優
勝
＝＝

　

平
岡
陵
照

　

平
岡
陵
照

（
茨
城
県
・
水
戸
平
成
学
園
高
等
学
校
）

（
茨
城
県
・
水
戸
平
成
学
園
高
等
学
校
）

○
３　

位

○
３　

位
＝＝

　

宮
澤
一
弘

　

宮
澤
一
弘

（
東
京
都
・
星
槎
国
際
高
等
学
校
八
王
子
）

（
東
京
都
・
星
槎
国
際
高
等
学
校
八
王
子
）

　

佐
藤
航
貴

　

佐
藤
航
貴

（
秋
田
県
・
秋
田
県
立
秋
田
明
徳
館
高
等
学
校
）

（
秋
田
県
・
秋
田
県
立
秋
田
明
徳
館
高
等
学
校
）

■
女
子
個
人

■
女
子
個
人

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝＝

　

長
町
明
日
葉

　

長
町
明
日
葉

（
宮
崎
県
・
勇
志
国
際
高
等
学
校
宮
崎
）

（
宮
崎
県
・
勇
志
国
際
高
等
学
校
宮
崎
）

◎
準
優
勝

◎
準
優
勝
＝＝

　

髙
橋
ひ
な

　

髙
橋
ひ
な

（
長
崎
県
・
長
崎
県
立
佐
世
保
中
央
高
等
学
校
）

（
長
崎
県
・
長
崎
県
立
佐
世
保
中
央
高
等
学
校
）

○
３　

位

○
３　

位
＝＝

　

岡
山
瑠
奈

　

岡
山
瑠
奈

（
福
岡
県
・
福
岡
県
立
ひ
び
き
高
等
学
校
）

（
福
岡
県
・
福
岡
県
立
ひ
び
き
高
等
学
校
）

　

石
川
優
美

　

石
川
優
美

（
秋
田
県
・
秋
田
県
立
秋
田
明
徳
館
高
等
学
校
）

（
秋
田
県
・
秋
田
県
立
秋
田
明
徳
館
高
等
学
校
）

女子団体優勝＝福岡県女子団体優勝＝福岡県

美
涼
選
手
（
福
岡
県
立
博
多
青
松
高
等
学

美
涼
選
手
（
福
岡
県
立
博
多
青
松
高
等
学

校
）
と
埼
玉
県
Ｂ
・
角
田
結
菜
選
手
（
埼

校
）
と
埼
玉
県
Ｂ
・
角
田
結
菜
選
手
（
埼

玉
県
立
大
宮
中
央
高
等
学
校
）
が
対
戦
。

玉
県
立
大
宮
中
央
高
等
学
校
）
が
対
戦
。

一
本
勝
負
の
緊
張
感
の
中
、
矢
山
選
手
の

一
本
勝
負
の
緊
張
感
の
中
、
矢
山
選
手
の

出
ば
な
面
が
決
ま
り
、
福
岡
県
が
４
連
覇

出
ば
な
面
が
決
ま
り
、
福
岡
県
が
４
連
覇

を
達
成
し
た
。

を
達
成
し
た
。

　

男
子
個
人
決
勝
は
、
前
回
大
会
優
勝
の

　

男
子
個
人
決
勝
は
、
前
回
大
会
優
勝
の

尾
形
選
手
と
同
３
位
の
平
岡
陵
照
選
手

尾
形
選
手
と
同
３
位
の
平
岡
陵
照
選
手

（
水
戸
平
成
学
園
高
等
学
校
）
が
対
戦
。

（
水
戸
平
成
学
園
高
等
学
校
）
が
対
戦
。

実
力
伯
仲
の
試
合
は
２
回
の
延
長
戦
に
も

実
力
伯
仲
の
試
合
は
２
回
の
延
長
戦
に
も

つ
れ
込
み
、
尾
形
選
手
が
相
打
ち
の
面
に

つ
れ
込
み
、
尾
形
選
手
が
相
打
ち
の
面
に

競
り
勝
ち
、２
年
連
続
の
優
勝
に
輝
い
た
。

競
り
勝
ち
、２
年
連
続
の
優
勝
に
輝
い
た
。

　

女
子
個
人
決
勝
は
初
の
決
勝
進
出
と
な

　

女
子
個
人
決
勝
は
初
の
決
勝
進
出
と
な

る
長
町
選
手
と
前
回
大
会
優
勝
の
髙
橋
ひ

る
長
町
選
手
と
前
回
大
会
優
勝
の
髙
橋
ひ

な
選
手
（
長
崎
県
立
佐
世
保
中
央
高
等
学

な
選
手
（
長
崎
県
立
佐
世
保
中
央
高
等
学

校
）
が
対
戦
。
勝
負
は
延
長
戦
に
突
入

校
）
が
対
戦
。
勝
負
は
延
長
戦
に
突
入

し
、
長
町
選
手
が
、
返
し
技
を
狙
う
髙
橋

し
、
長
町
選
手
が
、
返
し
技
を
狙
う
髙
橋

選
手
の
竹
刀
の
上
か
ら
面
を
打
ち
込
み
、

選
手
の
竹
刀
の
上
か
ら
面
を
打
ち
込
み
、

一
本
。

一
本
。
嬉嬉う
れ
う
れ

し
い
初
優
勝
と
な
っ
た
。

し
い
初
優
勝
と
な
っ
た
。

男子個人優勝男子個人優勝
尾形凌選手尾形凌選手

女子個人優勝女子個人優勝
長町明日葉選手長町明日葉選手

【女子個人決勝】長町（右）対髙橋【女子個人決勝】長町（右）対髙橋 【男子個人決勝】尾形（左）対平岡【男子個人決勝】尾形（左）対平岡

【女子団体決勝】【女子団体決勝】
代表戦：矢山（福岡県・右）対角田（埼玉県Ｂ）代表戦：矢山（福岡県・右）対角田（埼玉県Ｂ）
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ニュース　全日本青年銃剣道大会

の
第
の
第
1616
普
通
科
連
隊
（
以
下
、

普
通
科
連
隊
（
以
下
、
1616
普
連
）

普
連
）

と
、初
優
勝
を
目
指
す
日
本
原
駐
屯
地（
以

と
、初
優
勝
を
目
指
す
日
本
原
駐
屯
地（
以

下
、
日
本
原
）
の
対
戦
。
先
鋒
戦
は
日
本

下
、
日
本
原
）
の
対
戦
。
先
鋒
戦
は
日
本

原
・
大
橋
真
悟
選
手
が
上
胴
で
一
本
勝

原
・
大
橋
真
悟
選
手
が
上
胴
で
一
本
勝

ち
。
続
く
中
堅
戦
は
判
定
２

ち
。
続
く
中
堅
戦
は
判
定
２

｜｜

１
で
１
で
1616
普普

連
・
北
翔
太
朗
選
手
が
勝
利
し
、
勝
負
は

連
・
北
翔
太
朗
選
手
が
勝
利
し
、
勝
負
は

大
将
戦
へ
。
大
将
戦
も
互
い
に
一
本
を
決

大
将
戦
へ
。
大
将
戦
も
互
い
に
一
本
を
決

め
、
判
定
へ
も
つ
れ
込
む
接
戦
と
な
り
、

め
、
判
定
へ
も
つ
れ
込
む
接
戦
と
な
り
、

判
定
２

判
定
２

｜｜

１
で
１
で
1616
普
連
・
山
口
楓
太
選
手

普
連
・
山
口
楓
太
選
手

が
勝
利
。
大
激
戦
の
末
、

が
勝
利
。
大
激
戦
の
末
、
1616
普
連
が
２
年

普
連
が
２
年

ぶ
り
の
優
勝
と
な
っ
た
。

ぶ
り
の
優
勝
と
な
っ
た
。

　

青
年
第
２
部
の
決
勝
は
、
２
連
覇
中
の

　

青
年
第
２
部
の
決
勝
は
、
２
連
覇
中
の

　

本
大
会
は
、

　

本
大
会
は
、
2323
歳
以
上

歳
以
上
2929
歳
未
満
の
選

歳
未
満
の
選

手
が
出
場
す
る
第
１
部
、

手
が
出
場
す
る
第
１
部
、
1515
歳
以
上

歳
以
上
2323
歳歳

未
満
（
高
校
生
を
除
く
）
の
選
手
が
出
場

未
満
（
高
校
生
を
除
く
）
の
選
手
が
出
場

す
る
第
２
部
の
２
部
門
が
あ
り
、
団
体
戦

す
る
第
２
部
の
２
部
門
が
あ
り
、
団
体
戦

（
３
人
戦
）
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て

（
３
人
戦
）
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て

各
部
門
の
日
本
一
を
決
定
す
る
。
第

各
部
門
の
日
本
一
を
決
定
す
る
。
第
1919
回回

大
会
か
ら
前
回
大
会
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

大
会
か
ら
前
回
大
会
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

た
個
人
戦
女
子
の
部
は
、
全
日
本
女
子
銃

た
個
人
戦
女
子
の
部
は
、
全
日
本
女
子
銃

剣
道
選
手
権
大
会
と
し
て
本
年
８
月
８
日

剣
道
選
手
権
大
会
と
し
て
本
年
８
月
８
日

に
開
催
さ
れ
た
。

に
開
催
さ
れ
た
。

◇◇

　

青
年
第
１
部
の
決
勝
は
、
昨
年
準
優
勝

　

青
年
第
１
部
の
決
勝
は
、
昨
年
準
優
勝

　

第
56
回
全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
）
が
８
月
７
日
、

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
試
合
は
団
体
戦
２
部
門（
青
年
第
１
・
２
部
）が
行
わ
れ
、

各
部
門
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

青
年
第
１
部
の
決
勝
は
第
16
普
通
科
連
隊
（
長
崎
）
と
日
本
原
駐
屯
地
（
岡
山
）
が

争
い
２

｜

１
で
第
16
普
通
科
連
隊
が
優
勝
、
青
年
第
２
部
の
決
勝
は
第
16
普
通
科
連
隊

Ａ
（
長
崎
）
と
第
40
普
通
科
連
隊
（
福
岡
）
が
対
戦
し
、
２

｜
１
で
第
16
普
通
科
連
隊

Ａ
が
優
勝
し
、
両
部
門
と
も
第
16
普
通
科
連
隊
が
制
し
た
。

第第
1616
普
通
科
連
隊

普
通
科
連
隊
（
長
崎
）

（
長
崎
）

２
部
門
制
覇

２
部
門
制
覇

第
56
回
全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会

【青年第１部決勝】大将戦：16普連・山口（右）対日本原・堀【青年第１部決勝】大将戦：16普連・山口（右）対日本原・堀
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青年第２部優勝＝第 16普通科連隊Ａ青年第２部優勝＝第 16普通科連隊Ａ

【
大
会
結
果
】

【
大
会
結
果
】

■
青
年
第
１
部

■
青
年
第
１
部

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝＝
第第
1616
普
通
科
連
隊
（
長
崎
）

普
通
科
連
隊
（
長
崎
）

◎
準
優
勝

◎
準
優
勝
＝
日
本
原
駐
屯
地
（
岡
山
）

＝
日
本
原
駐
屯
地
（
岡
山
）

○
３　

位

○
３　

位
＝
豊
川
駐
屯
地
Ａ
（
愛
知
）

＝
豊
川
駐
屯
地
Ａ
（
愛
知
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
普
通
科
教
導
連
隊
Ａ（
静
岡
）

普
通
科
教
導
連
隊
Ａ（
静
岡
）

■
青
年
第
２
部

■
青
年
第
２
部

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝＝
第第
1616
普
通
科
連
隊
Ａ（
長
崎
）

普
通
科
連
隊
Ａ（
長
崎
）

◎◎
準
優
勝

準
優
勝
＝＝
第第
4040
普
通
科
連
隊
（
福
岡
）

普
通
科
連
隊
（
福
岡
）

○
３　

位

○
３　

位
＝＝
第第
4444
普
通
科
連
隊
Ａ（
福
島

普
通
科
連
隊
Ａ（
福
島
））

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
第
１
普
通
科
連
隊
Ａ（
東
京
）

第
１
普
通
科
連
隊
Ａ（
東
京
）

青年第１部優勝＝第 16普通科連隊青年第１部優勝＝第 16普通科連隊

し
て
よ
く
チ
ー
ム
を
ま
と
め
、
後
輩
た
ち

し
て
よ
く
チ
ー
ム
を
ま
と
め
、
後
輩
た
ち

も
し
っ
か
り
花
道
を
飾
っ
て
く
れ
ま
し

も
し
っ
か
り
花
道
を
飾
っ
て
く
れ
ま
し

た
」
た
」

▽
小
川
淳
監
督

▽
小
川
淳
監
督

（
青
年
第
２
部
優
勝
＝

（
青
年
第
２
部
優
勝
＝
1616
普
連
Ａ
監
督
）

普
連
Ａ
監
督
）

「
３
連
覇
が
か
か
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の

「
３
連
覇
が
か
か
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の

中
、
そ
の
緊
張
感
に
負
け
ず
に
優
勝
で
き

中
、
そ
の
緊
張
感
に
負
け
ず
に
優
勝
で
き

た
の
は
、
選
手
た
ち
の
日
頃
の
稽
古
の
成

た
の
は
、
選
手
た
ち
の
日
頃
の
稽
古
の
成

果
と
心
の
強
さ
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い
ま

果
と
心
の
強
さ
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
選
手
た
ち
に
は
『
あ
り
が
と
う
』
と

す
。
選
手
た
ち
に
は
『
あ
り
が
と
う
』
と

声
を
か
け
ま
し
た
」

声
を
か
け
ま
し
た
」

1616
普
連
Ａ
と
、
第

普
連
Ａ
と
、
第
5353
回
大
会
の
第
１
部
以

回
大
会
の
第
１
部
以

来
の
優
勝
を
目
指
す
第

来
の
優
勝
を
目
指
す
第
4040
普
通
科
連
隊

普
通
科
連
隊

（
以
下
、

（
以
下
、
4040
普
連
）
の
対
戦
。
先
鋒
戦
、

普
連
）
の
対
戦
。
先
鋒
戦
、

1616
普
連
Ａ
・
小
田
博
飛
選
手
が
上
胴
を
二

普
連
Ａ
・
小
田
博
飛
選
手
が
上
胴
を
二

本
決
め
て
勝
利
。
中
堅
戦
で
は

本
決
め
て
勝
利
。
中
堅
戦
で
は
1616
普
連
普
連【青年第２部決勝】中堅戦：16普連Ａ・小池（左）が下胴を決める【青年第２部決勝】中堅戦：16普連Ａ・小池（左）が下胴を決める

Ａ
・
小
池
要
選
手
が
下
胴
を
決
め
優
勝
に

Ａ
・
小
池
要
選
手
が
下
胴
を
決
め
優
勝
に

王
手
を
か
け
る
。
し
か
し
、

王
手
を
か
け
る
。
し
か
し
、
4040
普
連
・
井

普
連
・
井

上
隼
人
選
手
も
負
け
じ
と
下
胴
を
取
り
返

上
隼
人
選
手
も
負
け
じ
と
下
胴
を
取
り
返

す
。
接
戦
の
ま
ま
試
合
時
間
が
終
了
し
、

す
。
接
戦
の
ま
ま
試
合
時
間
が
終
了
し
、

判
定
の
結
果
３

判
定
の
結
果
３

｜｜

０
で
小
池
選
手
の
勝
利

０
で
小
池
選
手
の
勝
利

と
な
り
、

と
な
り
、
1616
普
連
Ａ
の
勝
利
が
決
定
。
大

普
連
Ａ
の
勝
利
が
決
定
。
大

将
戦
で
は
、

将
戦
で
は
、
4040
普
連
・
宮
井
雅
希
選
手
が

普
連
・
宮
井
雅
希
選
手
が

判
定
３

判
定
３

｜｜

０
で
勝
利
し
、

０
で
勝
利
し
、
4040
普
連
は
最
後

普
連
は
最
後

ま
で
戦
い
抜
く
姿
勢
を
見
せ
た
。

ま
で
戦
い
抜
く
姿
勢
を
見
せ
た
。

　　

1616
普
連
の
２
部
門
制
覇
は
２
年
ぶ
り
２

普
連
の
２
部
門
制
覇
は
２
年
ぶ
り
２

回
目
。
複
数
回
の
２
部
門
制
覇
は
現
在
の

回
目
。
複
数
回
の
２
部
門
制
覇
は
現
在
の

第
１
・
２
部
制
に
な
っ
た
第

第
１
・
２
部
制
に
な
っ
た
第
4242
回
大
会
以

回
大
会
以

降
初
と
な
る
。

降
初
と
な
る
。

◉
優
勝
チ
ー
ム
監
督
コ
メ
ン
ト

◉
優
勝
チ
ー
ム
監
督
コ
メ
ン
ト

▽
薗
田
泰
之
監
督

▽
薗
田
泰
之
監
督

（
青
年
第
１
部
優
勝
＝

（
青
年
第
１
部
優
勝
＝
1616
普
連
監
督
）

普
連
監
督
）

「
去
年
と
同
じ
く
２
部
の
優
勝
を
見
届
け

「
去
年
と
同
じ
く
２
部
の
優
勝
を
見
届
け

て
か
ら
の
決
勝
で
、
昨
年
は
敗
れ
て
し
ま

て
か
ら
の
決
勝
で
、
昨
年
は
敗
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
今
年
は
優
勝
す
る
こ
と
が
で

い
ま
し
た
が
今
年
は
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
先
鋒
の
織
田
選
手
は
今
年
が

き
ま
し
た
。
先
鋒
の
織
田
選
手
は
今
年
が

最
後
の
出
場
で
し
た
が
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と

最
後
の
出
場
で
し
た
が
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
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名
寄
ピ
ヤ
シ
リ
銃
剣
道
少
年
団

名
寄
ピ
ヤ
シ
リ
銃
剣
道
少
年
団
（
北
海
道
）

（
北
海
道
）
が
団
体
Ｖ

が
団
体
Ｖ

第
37
回
全
国
高
校
生
銃
剣
道
大
会

2020
年
ぶ
り
の
日
本
武
道
館
開
催

年
ぶ
り
の
日
本
武
道
館
開
催

　

全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会
と
同
日
同
会

場
で
、
第
37
回
全
国
高
校
生
銃
剣
道
大
会

（
主
催
＝
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
）
が
開
催

さ
れ
た
。

　

本
大
会
は
第
２
回
大
会
か
ら
第
17
回
大

会
ま
で
は
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
て
お

り
（
第
８
回
大
会
を
除
く
）、
第
18
回
大

会
か
ら
前
回
大
会
ま
で
は
宮
城
県
岩
沼
市

の
会
場
で
開
催
さ
れ
て
い
た
。
今
大
会
は

20
年
ぶ
り
の
日
本
武
道
館
で
の
開
催
と
な

り
、
会
場
は
高
校
銃
剣
道
日
本
一
を
目
指

す
選
手
の
熱
気
に
満
ち
溢あ
ふ

れ
た
。

　

団
体
戦
は
名
寄
ピ
ヤ
シ
リ
銃
剣
道
少
年

団
（
北
海
道
／
以
下
、
名
寄
）
と
尽
誠
学

園
高
校
Ａ（
香
川
／
以
下
、尽
誠
学
園
Ａ
）

が
決
勝
を
争
い
、
名
寄
が
２

｜

１
で
優
勝

し
た
。

　

個
人
戦
は
男
子
の
部
で
は
森
本
海
選
手

（
高
知
／
高
知
中
央
高
校
）、
女
子
の
部
で

は
田
中
紅
葉
選
手
（
鹿
児
島
／
国
分
中
央

高
校
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

　

団
体
戦
決
勝
は
、
前
回
大
会
準
優
勝
の

　

団
体
戦
決
勝
は
、
前
回
大
会
準
優
勝
の

名
寄
と
、
前
回
大
会
優
勝
の
高
知
中
央
高

名
寄
と
、
前
回
大
会
優
勝
の
高
知
中
央
高

校
を
準
決
勝
で
破
っ
た
尽
誠
学
園
Ａ
が
対

校
を
準
決
勝
で
破
っ
た
尽
誠
学
園
Ａ
が
対

戦
。
先
鋒
戦
で
は
名
寄
・
谷
武
蔵
選
手
が

戦
。
先
鋒
戦
で
は
名
寄
・
谷
武
蔵
選
手
が

下
胴
を
二
本
奪
っ
て
勝
利
。
中
堅
戦
で

下
胴
を
二
本
奪
っ
て
勝
利
。
中
堅
戦
で

も
、
名
寄
・
石
山
蓮
選
手
が
勢
い
そ
の
ま

も
、
名
寄
・
石
山
蓮
選
手
が
勢
い
そ
の
ま

ま
胴
を
決
め
る
。
後
が
無
い
尽
誠
学
園

ま
胴
を
決
め
る
。
後
が
無
い
尽
誠
学
園

Ａ
・
玉
川
大
翔
選
手
が
下
胴
を
奪
い
反
撃

Ａ
・
玉
川
大
翔
選
手
が
下
胴
を
奪
い
反
撃

す
る
も
、
す
か
さ
ず
石
山
選
手
が
下
胴
を

す
る
も
、
す
か
さ
ず
石
山
選
手
が
下
胴
を

奪
い
、
二
本
勝
ち
と
な
っ
た
。
勝
負
は
決

奪
い
、
二
本
勝
ち
と
な
っ
た
。
勝
負
は
決

ま
っ
た
が
、
尽
誠
学
園
Ａ
の
大
将
・
小
菅

ま
っ
た
が
、
尽
誠
学
園
Ａ
の
大
将
・
小
菅

康
平
選
手
が
上
胴
と
下
胴
の
二
本
を
奪

康
平
選
手
が
上
胴
と
下
胴
の
二
本
を
奪

い
、尽
誠
学
園
Ａ
も
最
後
ま
で
健
闘
し
た
。

い
、尽
誠
学
園
Ａ
も
最
後
ま
で
健
闘
し
た
。

◇◇

　

個
人
戦
男
子
の
部
で
は
、
高
知
中
央
高

　

個
人
戦
男
子
の
部
で
は
、
高
知
中
央
高

校
・
森
本
選
手
と
新
潟
県
の
元
気
道
場
・

校
・
森
本
選
手
と
新
潟
県
の
元
気
道
場
・

小
池
健
太
選
手
が
対
戦
。
実
力
伯
仲
の
試

小
池
健
太
選
手
が
対
戦
。
実
力
伯
仲
の
試

合
は
３
分
間
で
決
着
が
つ
か
ず
、
判
定
の

合
は
３
分
間
で
決
着
が
つ
か
ず
、
判
定
の

結
果
、
森
本
選
手
が
優
勝
し
た
。

結
果
、
森
本
選
手
が
優
勝
し
た
。

◇◇

　

個
人
戦
女
子
の
部
で
は
国
分
中
央
高

　

個
人
戦
女
子
の
部
で
は
国
分
中
央
高

【
団
体
戦
決
勝
】
大
将
戦
：

【
団
体
戦
決
勝
】
大
将
戦
：

名
寄
・
石
山
響
（
左
）
対
尽
誠
学
園
Ａ
・
小
菅

名
寄
・
石
山
響
（
左
）
対
尽
誠
学
園
Ａ
・
小
菅

【
団
体
戦
決
勝
】
中
堅
戦
：

【
団
体
戦
決
勝
】
中
堅
戦
：

名
寄
・
石
山
蓮
（
左
）
対
尽
誠
学
園
Ａ
・
玉
川

名
寄
・
石
山
蓮
（
左
）
対
尽
誠
学
園
Ａ
・
玉
川
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【
大
会
結
果
】

【
大
会
結
果
】

■
団
体
戦

■
団
体
戦

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝＝

　

名
寄
ピ
ヤ
シ
リ
銃
剣
道
少
年
団（
北
海
道
）

　

名
寄
ピ
ヤ
シ
リ
銃
剣
道
少
年
団（
北
海
道
）

◎
準
優
勝

◎
準
優
勝
＝＝

　

尽
誠
学
園
高
校
Ａ
（
香
川
）

　

尽
誠
学
園
高
校
Ａ
（
香
川
）

○
３　

位

○
３　

位
＝＝

　

高
知
中
央
高
校
（
高
知
）

　

高
知
中
央
高
校
（
高
知
）

　

横
浜
修
悠
館
高
校
Ｂ
（
神
奈
川
）

　

横
浜
修
悠
館
高
校
Ｂ
（
神
奈
川
）

○
５　

位

○
５　

位
＝＝

　

長
崎
県
選
抜
（
長
崎
）

　

長
崎
県
選
抜
（
長
崎
）

　

元
気
道
場
（
新
潟
）

　

元
気
道
場
（
新
潟
）

　

横
浜
修
悠
館
高
校
Ｅ
（
神
奈
川
）

　

横
浜
修
悠
館
高
校
Ｅ
（
神
奈
川
）

　

佐
賀
農
業
高
校
Ａ
（
佐
賀
）

　

佐
賀
農
業
高
校
Ａ
（
佐
賀
）

■
個
人
戦
男
子
の
部

■
個
人
戦
男
子
の
部

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝＝

　

森
本
海
（
高
知
中
央
高
校
）

　

森
本
海
（
高
知
中
央
高
校
）

◎
準
優
勝

◎
準
優
勝
＝＝

　

小
池
健
太
（
元
気
道
場
）

　

小
池
健
太
（
元
気
道
場
）

○
３　

位

○
３　

位
＝＝

　

谷
武
蔵（
名
寄
ピ
ヤ
シ
リ
銃
剣
道
少
年
団
）

　

谷
武
蔵（
名
寄
ピ
ヤ
シ
リ
銃
剣
道
少
年
団
）

　

竹
ノ
内
晴
生
（
鹿
児
島
県
選
抜
）

　

竹
ノ
内
晴
生
（
鹿
児
島
県
選
抜
）

○
５　

位

○
５　

位
＝＝

　

山
城
名
以
（
高
知
中
央
高
校
）

　

山
城
名
以
（
高
知
中
央
高
校
）

　

小
山
哲
央
（
長
崎
県
選
抜
）

　

小
山
哲
央
（
長
崎
県
選
抜
）

　

潮
見
涼
成
（
滋
賀
県
選
抜
）

　

潮
見
涼
成
（
滋
賀
県
選
抜
）

　

園
田
龍
之
介

　

園
田
龍
之
介

（
都
城
少
年
少
女
銃
剣
道
ク
ラ
ブ
）

（
都
城
少
年
少
女
銃
剣
道
ク
ラ
ブ
）

■
個
人
戦
女
子
の
部

■
個
人
戦
女
子
の
部

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝＝

　

田
中
紅
葉
（
国
分
中
央
高
校
）

　

田
中
紅
葉
（
国
分
中
央
高
校
）

◎
準
優
勝

◎
準
優
勝
＝＝

　

西
村
歩
育
（
大
河
塾
）

　

西
村
歩
育
（
大
河
塾
）

○
３　

位

○
３　

位
＝＝

　

坂
口
瑠
南
（
国
分
中
央
高
校
）

　

坂
口
瑠
南
（
国
分
中
央
高
校
）

　

糸
原
心
温
（
鳥
取
県
立
武
道
館
）

　

糸
原
心
温
（
鳥
取
県
立
武
道
館
）

○
５　

位

○
５　

位
＝＝

　

鳥
谷
椿
（
佐
賀
農
業
高
校
女
子
）

　

鳥
谷
椿
（
佐
賀
農
業
高
校
女
子
）

　

向
井
花
綸
（
国
分
中
央
高
校
）

　

向
井
花
綸
（
国
分
中
央
高
校
）

　

橋
本
真
莉
菜
（
山
梨
博
真
館
）

　

橋
本
真
莉
菜
（
山
梨
博
真
館
）

　

藤
本
美
尋
（
大
河
塾
）

　

藤
本
美
尋
（
大
河
塾
）

団体戦優勝＝名寄ピヤシリ銃剣道少年団団体戦優勝＝名寄ピヤシリ銃剣道少年団

◉
個
人
戦
男
子
の
部
優
勝
者
コ
メ
ン
ト

◉
個
人
戦
男
子
の
部
優
勝
者
コ
メ
ン
ト

▽
森
本
海
選
手
（
高
知
中
央
高
校
）

▽
森
本
海
選
手
（
高
知
中
央
高
校
）

「（
判
定
で
の
勝
利
に
つ
い
て
）
最
後

「（
判
定
で
の
勝
利
に
つ
い
て
）
最
後

ま
で
自
分
の
中
で
自
信
は
な
く
、
厳
し

ま
で
自
分
の
中
で
自
信
は
な
く
、
厳
し

い
試
合
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
な

い
試
合
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
な

ん
と
か
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
優

ん
と
か
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
優

勝
で
き
て

勝
で
き
て
嬉嬉う
れ
う
れ

し
い
で
す
」

し
い
で
す
」

◉
個
人
戦
女
子
の
部
優
勝
者
コ
メ
ン
ト

◉
個
人
戦
女
子
の
部
優
勝
者
コ
メ
ン
ト

▽
田
中
紅
葉
（
国
分
中
央
高
校
）

▽
田
中
紅
葉
（
国
分
中
央
高
校
）

「
最
初
に
一
本
取
っ
た
後
も
落
ち
着
い

「
最
初
に
一
本
取
っ
た
後
も
落
ち
着
い

て
試
合
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
ま

て
試
合
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
ま

で
一
緒
に
戦
っ
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
に

で
一
緒
に
戦
っ
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
に

感
謝
し
た
い
で
す
。
今
後
も
銃
剣
道
を

感
謝
し
た
い
で
す
。
今
後
も
銃
剣
道
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

【個人戦男子の部決勝】森本（左）対小池【個人戦男子の部決勝】森本（左）対小池

【個人戦女子の部】田中（左）対西村【個人戦女子の部】田中（左）対西村

校
・
田
中
選
手
と
佐
賀
県
の
大
河
塾
・
西

校
・
田
中
選
手
と
佐
賀
県
の
大
河
塾
・
西

村
歩
育
選
手
が
対
戦
。
序
盤
戦
で
田
中
選

村
歩
育
選
手
が
対
戦
。
序
盤
戦
で
田
中
選

手
が
胴
を
決
め
て
先
制
。
そ
の
後
、
西
村

手
が
胴
を
決
め
て
先
制
。
そ
の
後
、
西
村

選
手
が
取
り
返
し
に
か
か
る
も
、
時
間
い

選
手
が
取
り
返
し
に
か
か
る
も
、
時
間
い

っ
ぱ
い
一
本
を
守
り
切
っ
た
田
中
選
手
が

っ
ぱ
い
一
本
を
守
り
切
っ
た
田
中
選
手
が

優
勝
し
た
。

優
勝
し
た
。

◉
優
勝
チ
ー
ム
監
督
コ
メ
ン
ト

◉
優
勝
チ
ー
ム
監
督
コ
メ
ン
ト

▽
寒
河
江
正
博
監
督

▽
寒
河
江
正
博
監
督

「
久
し
ぶ
り
に
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

「
久
し
ぶ
り
に
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
は
実
力
の
あ
る
選
手
が

ま
し
た
。
今
年
は
実
力
の
あ
る
選
手
が

揃揃そ
ろ
そ
ろ

っ
て
い
ま
す
の
で
、

っ
て
い
ま
す
の
で
、
1010
月
に
開
催
さ

月
に
開
催
さ

れ
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
の
優
勝
も

れ
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
の
優
勝
も

狙
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

狙
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
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